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細菌検査統計報告
（当検査センター受託分）

　当検査センターで受託した細菌検査における細菌検出状況及び細菌薬剤感受性情報を一部

取り上げご報告いたします。全体の情報は当検査センターホームページに掲載されています

ので、併せて診療にお役立ていただけたら幸いです。

　今回は、入院患者から多く検出されている、緑膿菌（Pseudomonas aeruginosa）の細菌

検出状況と細菌薬剤感受性情報を掲載いたします。

　呼吸器感染症は、鼻腔から副鼻腔、咽頭、喉頭までの上気道と、気管から肺胞ま
での下気道の感染症に大きく分けられます。
　当検査センターの2018年₁月分の統計で、Normal f lora を除き、最も多く喀痰
から検出されている菌は、緑膿菌（Pseudomonas aeruginosa）です。緑膿菌は、
土壌、水など自然界の至るところに広く分布しており、免疫力の低下している入院
患者などに対して呼吸器疾患を起こしやすく、院内感染や日和見感染の代表的な原
因菌とされています。

【細菌検出状況】
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多剤耐性緑膿菌（Multi-drug Resistant Pseudomonas aeruginosa : MDRP）
　イミペネム（IPM）、アミカシン（AMK）、シプロフロキサシン（CPFX）の₃種
類の抗菌薬に対して耐性を示す緑膿菌と定義されています。また、MDRP には、メ
タロβラクタマーゼ（MBL）を産生する MBL 型と非産生型があり、MBL 型はほぼ
全てのβ－ラクタム系薬剤に耐性を示すとされています。
　当検査センターでは IPM：R、AMK：I・R、CPFX：R の場合、MDRP として報
告させていただいております。2018年₁月分の統計では、MDRP は検出されており
ません。

【細菌薬剤感受性情報】
　2018年１月分

アンチバイオグラム（緑膿菌 Pseudomonas aeruginosa）

当検査センターホームページでは詳細な情報をご覧いただけます。http://www.labo.city.hiroshima.med.or.jp/

検査科微生物係

 7 


